






































8 Center for Interdisciplinary Studies,University of Fukui
工学研究科 ファイバーアメニティ工学専攻 田上 秀 一
けている学生が結構多いのも事実である。
現在務めている部会長の仕事のひとつに、「情報処理基
礎講義ガイ ド」の編集を中心とな って音頭をとることが
あ り、そろそろ平成20年度の講義ガイ ドの編集を始め
なければならない。毎年作成されるこのガイ ドは、教科
書やHowto本の役割を持つのではなく、講義で扱う最
低限のレベルを示す 「道しるべ」の位置づけで編纂 してい
ると聞き、ここ数年はそれを踏襲 した編集作業を行って
いる。そのため、各章に書かれている内容は必要最小限
の記述に止まっている。ただ、学生にとっては 「買わせ
る教科書」=「Howto本」の役割を期待するようで、講
義ガイ ドの記述内容に失望する学生も結構いるように思
う。そのためだろうか、小生担当の学科でも講義ガイ ド
を購入 しない学生が出てきている。一方では、工学部で
は学科毎に教える内容が異なっており、「講義ガイ ドは使
いません」としている学科もあると聞く。そのような現
状を耳にすると、「情報処理基礎講義ガイ ド」を作る意味
を悩んで しまう。少なくとも、来年度までは特色GPの
予算が付いているので 「情報処理基礎講義ガイ ド」を作る
ことになるが、そろそろ、「情報処理基礎講義ガイ ド」そ
のもののあり方について見直す時期に来ているように感
じている。将来の方向性のひとつとして、高校ではあま
り扱わないネチケットやマナー、著作権に関する話など
を重視することが挙げられるだろう。その面だけでも統
一コンセプ トとして講義ガイ ドを作成すれば、みなさま
にお使い頂ける意味のあるガイ ドになるのではないだろ
うか。
「情報処理基礎が本当に役に立っているのか?」。この
疑問に対する答えは、この後に学生のみなさんにお書き
頂いた文章をこ覧頂き、こ判断頂きたい。
